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１.はじめに 

国土交通省では、生産性向上を目的に、3次元データを活用した建設生産システムである CIM（Construc-

tion Information Modeling/ Management）の導入と普及に取り組んでいる。CIMでは、構造物の形状を表

現した 3 次元モデルに材料・部材の規格や点検結果等の属性情報を付与して作成する CIM モデルを建設生

産プロセス全体で流通・活用させることを想定している。平成 24年度より実施した 165件の試行を通じて、

設計・施工段階における CIMの有効性は確認された 1)が、維持管理段階の有効性は検証が進んでいない。そ

こで、国土技術政策総合研究所では、維持管理段階で必要となる CIM モデルの詳細度や属性情報の付与方

法を検討してきた。検討の結果は、平成 26年 4月に、橋梁編、道路編、河川・護岸編と樋門・樋管編の計 4

編からなる「CIMモデル作成仕様【検討案】2)」（以下、「CIMモデル作成仕様」と表記）として公開済みで

ある。本研究では、仕様に則り作成した CIMモデルを維持管

理現場に適用し、ヒアリングを通じて有効性を検証する。 

 

２. 研究内容  

（１）維持管理段階を考慮した CIM モデルの作成 

CIM の取り組みでは建設生産プロセスの各段階でモデル

を更新することを想定しており、CIMモデル作成仕様では、

維持管理段階で活用する際、点検箇所毎に CIMモデルを分割

することを推奨している。図-1に示すとおり、モデルを点検

箇所毎に分割することで、点検業務の内容に即して点検結果

を登録・管理・更新することが可能となる。本研究では、直轄国道を対象とした「橋梁定期点検要領 3)」を

基に、CIMモデルを点検要素単位に分割した。また、CIMモデル作成仕様にて検討された「CIMモデルと

外部参照ファイルを連携する中間リストを用いる関連付け手法」を適用し、各点検要素の CIM モデルに過

去の点検記録、設計業務成果、工事完成図書、補修記録や写真等からなる属性情報の紐付けを行った。 

（２）維持管理段階における CIM モデルの有効性の検証方法 

 実際の点検業務に本研究成果を適用し、事務所職員と点検業者に対するヒアリングを通じて、仕様に基

づき作成した CIMモデルの有効性を検証した。検証の観点を以下に示す。 

A）点検要素単位で分割した CIMモデルの有効性 

CIM モデル作成仕様では、目的に応じた詳細度の CIM モデルの作成やモデル分割による属性情報の可

視化が提案されている。これに則り、本研究で実施した点検要素単位の CIM モデルの分割が、維持管理

業務の現場において有効であるかを検証した。 

B）CIMモデルに登録した属性情報の検索性 

維持管理における CIM モデルの活用場面として、情報の一元管理を担うプラットフォームとしての役

割が期待されている。属性情報として付与すべき情報の種類、外部ファイルとの紐付け方法、情報の検索

性や更新にかかる手間等の面から有効性を検証した。 

図-1 点検要素単位のモデル分割 
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３. 維持管理段階におけるCIMモデルの有効性の検証結果 

現場での試行を通じ、第 2章（2）で示す 2つの観点に

基づき CIMモデルの有効性を検証した。また、本研究成

果を維持管理に導入する場合の課題も併せて分析した。 

（１）有効性の検証 

A）点検要素単位で分割した CIMモデルの有効性 

調書から重点的な点検が必要な箇所を把握するには慣

れが必要である。図-2 に示すように、点検要素単位に登

録された損傷程度を基に CIMモデルを彩色することで、

点検結果の概略をひとめで確認できるため、過去の点検

記録を参照する場合に有用性が高いことを確認した 

B）CIMモデルに登録した属性情報の検索性 

図-3に示すように、関連付けた過去の点検記録

から、構造体ごとの図面や写真等がすぐに参照で

きるため、紙資料に比べ検索性が高く、情報の一

元管理を担うプラットフォームとしての有用性

が高いことを確認した。 

（２）課題 

作業者へのヒアリングを通じて、設計・施工段階

から引き継いだ CIM モデルを点検要素単位に分

割するには、少なくない手間が発生することが分

かった。そのため、CIMモデルを点検要素単位に

分割する作業を支援する仕組みを今後検討する

必要がある。 

 

４. 今後の展開 

本報文では、現場での試行と事務所職員並びに点検業者へのヒアリングを通じ、維持管理段階での活用に

適した CIM モデルの作成と要素分割及び統合管理システムによる属性情報の関連付けの有効性を検証した。

検証結果から、点検情報を可視化することにより、過去の点検記録の把握を支援する仕組みとして CIMモデ

ルの有効性が実証された。また、CIMモデルにより維持管理段階にて生成された情報が一元管理できるため

検索性が高まり、生産性を向上できることが確認できた。 

今後の展開として、設計・施工段階で作成された CIMモデルを維持管理に適したモデルに更新するコスト

の低減方策や既存構造物の 3次元モデル生成技術と本研究成果を連携する手法の検討を通じ、維持管理段階

における CIMモデルの有効性向上に努め、i-Constructionの取り組みを推進していく予定である。 
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図-2 点検結果（損傷程度）の 
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図-3  CIMモデルに登録した属性情報の
検索の流れ 
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